石狩市公立小中学校事務職員第２１回（今年度第１回）学校間連携会議議案
２０１１年５月１７日（火）１４：００～
於：りんくる３０１・３０２号会議室
１　議長挨拶

２　経過報告

３月１５日
第２０回連携会議

４月１５日
教育長に「２０１０年度版石狩市の学校間連携」提出
４月２０日
日刊連携会議７８号

４月２７日
日刊連携会議７９号

３　２０１１年度役員体制の確認　～　別紙１

４　２０１０年度の反省と２０１１年度の具体的取り組みについて　～　別紙２
５　各グループ活動計画について　～　別紙３
　　（別紙３の活動原案についてグループ討議のうえ全体確認。）
６　「平成２４年度　石狩市教育予算要望書」に向けた具体的作業について　～　別紙４
７　実践交流

８　連絡事項
　

（１）会議日程等の連絡方法について
①連携会議に関する連絡・資料提出等は原則として電子メールを利用します。そのため、各人が　自席のＰＣからメールを利用できるような環境整備をしてください。

方法１：学校メールアドレスを利用する場合は、自席の事務用ＰＣから学校宛メールを見ることが出来るよう設定する。

方法２：yahooやgoogleなどのエウブサイトからフリーメールのメールアドレスを取得する。
　　設定方法が分からない場合は、事務局までご連絡ください。

②以上の様な方法で連携会議からの連絡を受けるアドレスを事務局まで報告してください。

③連携会議のメールアドレスは、ishikarirenkei@yahoo.co.jpです。送信はこのアドレスにお願いします。
（２）ホームページの活用について

①会議案内や会議資料については連携会議ホームページに掲載するので、いつでも確認することができます。ホームページアドレスはhttp://irenkei.sub.jpです。
②ホームページの中の「会員のページ」に入るのにはパスワードが必要です。IDはirenkei、パスワードは******です。
③ホームページには掲示板も設置しています。掲示板のパスワードはjohrtvvです。

＜別紙１＞‘10年度連携会議役員体制
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＜別紙２＞２０１０年度の反省と２０１１年度の具体的取り組みについて
１．２０１０年度のとりくみ反省について

　　２０１０年度のとりくみについては、第２０回連携会議において「２０１０年度活動の反省意見集約について」提案しましたが、提案時期が年度末の繁忙期であったこともあり、少数からしか回答をいただいておりません。したがって、事務局より反省事項について提案する。

　
２０１０年のとりくみ（第１０回連携会議2010/4/16提案）
（１）学校財政と学校事務の状況調査

　　　①調査活動については、決算予算調査や学校徴収金調査を一層充実させます。決算予算調査については、数字の結果だけでなく、提案方法や提案内容に踏み込んで各校の状況を分析します。


→（反省事項と今後に向けて）２００９年度に続き調査を実施し、長期休業研修などでも交流したが、分析については不十分であった。調査して資料化するだけでも意味が無くはないが、調査した結果を各学校のとりくみに活用できるような資料化が必要である。
②学校徴収金調査については、金額の調査はもちろんですが、とりまとめの状況や、申し合わせ事項の有無などもあわせて調査し、資料化します。また、移行措置に関わっての徴収金の状況についても調査します。

→（反省事項と今後に向けて）学校徴収金については、金額の調査が中心になってしまい、問題点の掘り起こしなどは不十分であった。冬季研で他市町村の参加者も交えて交流できたことは成果であった。
（２）調査活動の分析にもとづく提言

　　　　昨年度は調査活動を行った後の分析が十分ではなく、強引に提言に持っていった感は否めません。本来ならば調査結果について連携会議で分析評価を行ったうえで提言化するかどうか決めるべきですが、物理的に無理なので、可能な限り日刊連携会議で結果と評価を示すようにしたと思います。なお、提言をより早期にまとめることにより、各学校における次年度へ向けたとりくみもしやすくなることから、遅くとも２月上旬にまとめるよう計画します。

→（反省事項と今後に向けて）２０１０年度の提言は、項目数こそ３項目と少なかったが、調査・実態交流・議論に基づいた提言を行うことが出来た。
（３）予算要望について

　　　基本的には、全道・石狩事務職員協議会の基本方針である子どもの教育権保障の観点でとりくみます。また昨年度の反省を踏まえ、予算要望回答を分析し、実効ある予算要望書にするための検討を行います。（予算要望については、第１８回連携会議で反省を行っているので記述を省略。）

（４）実践交流について

領域実践交流シートが多くの方から提出されるよう、工夫改善します。

→（反省事項と今後に向けて）実践交流シートにこだわらず、各人のとりくみがＨＰ上で交流できるような工夫改善を検討する。

（５）その他
　
　 組織に関わり、協議会組織や各グループの独自性が生かされていないとの意見があるので、この１年間の活動から、整理の可能な点については整理を行うこととします。また、「協議会からの業務委託」という手法も必要に応じて活用します。


→（反省事項と今後に向けて）調査事項については協議会事務局が中心になって市教委との折衝をすすめてもらうように要請し、机椅子の新年度必要数などいくつかの事項について市教委との折衝をもって頂いた。
２．２０１１年度のとりくみについて
（１）学校財政と学校事務の状況調査
　　　①決算予算調査及び学校徴収金調査については継続して行う。また、可能な限り各学校における提案方法や提案内容についても資料化を検討する。
②学校徴収金調査については、学校財政全体との関係に注目し、公費負担増額と保護者負担軽減につながる調査とし、予算要望委資料にも反映されるものとするよう検討する。

③学校事務運営計画における「二本立て運営計画」の状況の交流をはじめとして、学校事務労働の現状を明らかにするとりくみを行う。
（２）調査活動の分析にもとづく提言
　　　　これまでと同様のとりくみ手順で提言に向けた活動をすすめる。ただし、既に提言を行った事項についても、制度や状況の変化がないか点検し、必要に応じて提言内容の更新を行う。

（３）予算要望について
　石教振事務部会の委託により、予算要望資料作成を行う。資料内容の検討は調査研修グループ会議の議論を経て、連携事務局として具体的作業を提起する。
（４）実践交流について

領域実践交流シートだけでなく、幅広く領域実践の交流が行えるような方法についても検討する。また、市事協の委託により研究部と一体的に石教研二次集会及び石事協研究かレポート作成にとりくむ。
（５）その他
　市教委との折衝の在り方について市事協と協議し方向性を定める。
＜別紙３＞　各グループの活動計画について

（１）各グループの活動方針及び活動内容については、下記活動案についてグループ会議を開催し、全体会議で確認する。
（２）各グループ活動案


　

＜２０１１年度　調査研修グループ活動計画＞
1． 活動の方針
（1） 子どもの学習権保障の観点で学校予算の現状を調査・分析する。

（2） 予算要望委員会提出資料の編纂業務のため企画立案を行う。

（3） 業務の効率化・迅速化・正確化・簡素化をはかるため学校事務業務の実態調査をおこない、改善方法について検討・提案する。
（4） 研究課題解決や研鑽を深めるため、視察研修などを企画・推進する。
2． 活動計画
（1） 学校予算の調査・分析について
1 学校徴収金調査、決算予算調査など学校財政の実態調査や学校事務労働の実態調査を例年に引き続き実施・分析・公表して、各学校における実践・改善に資する。
2 各会員は交流が必要と思われる事項について連携事務局に提案を行う。
3 連携事務局としても必要に応じて交流事項の提示を行う。
（2） 予算要望について
1 予算要望の具体的計画は、予算要望担当を中心に企画立案し、調査研修部会を経て連携会議で決定する。
2 昨年実施した「学校財政に関する調査」は、今年度も実施の方向で内容や方法を検討する。
（3） 学校事務の実態調査について
1 実際に事務職員が携わっている業務について調査し資料化する。
2 備品管理のワークシートでの運用のため、調査・研究と具体案の提起・検討を行う。
（4） 視察研修等について
1 他支部交流・出前講座については、会員アンケートを実施した後、具体的に提案する。

2 実施後、報告を行い会員への成果の還元につとめる。
＜２０１０年度　研究グループ活動計画＞
1． 活動方針
「学校間連携」のとりくみをとおして、子どもの学習権を保障する創造的学校事務を展開する。
2． 活動計画
（１）　「領域としての学校事務」を各学校に定着させるためのとりくみ。
①　二本立て運営計画について、引き続き学習交流し、学校現場への定着を目指す。
②　財政財務活動・教育情報活動について、領域実践交流シートなどを活用し、各学校のとりくみ交流を行う。
③　保護者向け事務便り・児童生徒保護者アンケートについて学習交流を行う。
（２）　「領域としての学校事務」の学習のとりくみ。

　　
①　他支部交流等に積極的に参加し環流をはかる。
　　
②　夏季・冬季研修会の開催を企画し、会員の実践推進の場とするとともに、管内及び道内との交流を図る。

（３）　石教研二次集会、管内研などの発表レポート作成について中心的役割をはたす。
　　

＜別紙４＞「平成２４年度　石狩市教育予算要望書」に向けた具体的作業について

１．２０１０年度の取り組み状況と反省について～第１５回連携会議議案を参照してください

２．２０１１年度のとりくみについて
　（１）今年度の基本的方針
①円滑な学校運営と保護者負担軽減に資するよう、実態調査に基づいた説得力ある要望書作成を目指す。
②教職員の学校財政に関する意識調査を実施し、要望書に反映させる。
　（２）具体的要望内容

要望内容等の詳細については、第２２回連携会議で確認する。
３．スケジュール
　（１）調査研修グループ会議（原案審議）
６月○○日


　（２）基本方針と具体的作業の確認

６月１７日　第２２回連携会議
　（２）各学校の資料提出


夏休み空けを目途とする
　（３）提出資料の確認


９月２２日　第２５回連携会議







